
相馬中村藩の製塩遺跡とソルトロード 

                        2021/03/14 佐々木慎一 

１ 近世宇多の製塩遺跡 

宇多郡の製塩遺跡日本百景の一つに数えられる松川浦県立自然公園の北側に位置していた新沼浦
にいぬまうら

は、大正９年～昭

和41年（1920～1966）にかけての干拓事業を経て、現在は工業団地として利用されている。この旧新沼浦の縁辺で営

まれた製塩遺跡の中で、特に規模が大きい唐崎
からさき

遺跡（仙台領）と鷲塚
わしづか

遺跡（相馬領）においては、近世～近代にかけ

ての製塩に係わる塩田や鹹水槽
かんすいそう

また釜屋跡
かまやあと

など一連の作業課程を示す施設や道具類が発見されました。 

―塩づくりの歴史― 

（揚浜法） 中世～近世 

  塩田を作り、人力で海水を汲んで海水を撒き、沼井により鹹水（濃度の濃い塩水）を作り煮詰める方法です。 

（入浜法） 近世 

  入浜法（いりはまほう） には、自然砂浜を利用した入浜系塩尻法と簡素な防潮堤を築いた古式入浜とに分けら

れます。いずれも干潟が発達した地域に作られ、干満時の海面の高低差を利用して、塩田に海水を引き入れる方法

です。塩田を囲う堤防を構築することによって、満潮でも干潮でも作業が行われるようになりました。相馬中村藩

では、元和元年（1615）下総国行徳（現；千葉県市原市）の人である玄蕃が、宇多郡和田村に来て入浜製塩法を伝

授と記録されている。（奥相志） 

 

○ 鷲塚
わしづか

遺跡 （相馬藩領） 

12基の製塩場と塩田が確認されました。製塩場からは、釜屋跡と土舟

形鹹水層が確認され、塩田からは、採鹹
さいかん

作業にともなう浜溝や沼井跡が

確認されました。この鷲塚遺跡の調査によって製塩場と塩田の様相が判

明しました。（鷲塚遺跡復元予想図） 

 

○ 唐崎
からさき

遺跡 （伊達藩領） 

塩田内に５基の製塩場が確認されました。釜屋跡
か ま や と

や土舟形鹹水槽
どぶねがたかんすいそう

の作り

替えがなく、製塩場を増やしながら長い間操業されていました。 

全体としては、1700年代の終わり頃から1900年代の初め頃                  

まで製塩業が営まれていたことがわかりました。 

 

― 塩づくりに関する用語 ― ※用語は、独特な言葉が使用されています。 

・鹹砂（かんしゃ）        塩分が付着した砂 

・鹹水（かんすい）        塩分濃度の濃い塩水 

・採鹹作業（さいかんさぎょう）  海水濃縮の作業全体を表す用語

・撒潮（さんちょう）       毛細管現象を促すために、海水をまくこと 

・爬砂（はしゃ）         鹹砂の面に万鍬を使用して筋状の溝をつけ、蒸発を促すこと  

・骸砂（がいしゃ）        鹹砂を沼井で漉(こ)した後に残った砂 

・撒砂（さんしゃ）         沼井に入れた砂を塩浜もしくは、塩田に撒くこと 

・煎熬（せんごう）         塩釜で海水を煮詰める行為 

唐崎遺跡俯瞰図 

 

鷲塚遺跡製塩場俯瞰図 

 



３【相馬中村藩について】 

  天正18年（1590）に豊臣秀吉より陸奥国行方・宇多・標葉三郡の48,700石の領地を安堵されたことに始まり、

中世以来、同一地域を支配する外様藩である。 

 戦国期から豊臣政権時代には、小高城を拠点としていたが、関ヶ原の戦い以後、徳川家による本領安堵がな成され

たことから、拠点を中村に移し、本拠地名から相馬中村藩と称した。中村城は、明治時代に廃されるまでの260年に

わたる相馬氏歴代の居城として、藩政の中心でした。 

相馬中村藩の名称は、元禄十二年卯年より使用されている。「御城下を奥州相馬中村と唱候様被仰付」 

 

４【在郷給人とは】 

○ 慶長16年（1611）の中村城の築城の時に、知行28石以上の武士（有力給人）を城下に集住させる。（御家中

（府下給人）；蔵前制） 

蔵前制；知行地をもたず，領主直轄地から収納される年貢米を米蔵から俸祿米（家禄）を支給される武士。 

 ○ 知行27石以下の武士は在村のままととした。（在郷給人；知行制） 

知行制；領主から知行地（領地）を分給される給人を知行取 

 

５【相馬中村藩の地方行政】 

 



４ 塩の道「奥州西海道」 

 ○「奥州西海道」とは、奥州道中（中通り地方）と相馬領を結ぶ路線である。 

○「相馬藩御経済略記」の寛延三年五月の条に「五月徳
のり

胤
たね

公西海道御下」と記載 

○ 江戸への街道は水戸を経由する奥州浜街道（東海道）が正規の道であり、西海道は謂わば裏街道。 

 

※相馬藩が二本松藩の協力を得て、古道を改修し享保八年（1723）幕府へ届出る 江戸中期（18初頭） 

 相馬藩御経済略記（福島県史９）「閏四月江戸より中村へ道法御届」 

 

「奥州西海道」の行程 

相馬港（原釜）      中村    栃窪     八木沢     関沢    飯樋    比曽 

                                        （相馬中村領）⇔ 

山木屋    上戸沢     白髭      小浜      長屋       本宮 

（二本松藩領）                                  二本松 

 

 

５ 人々の往来                  

 ○相馬藩主の参勤交代（帰路）に使用。「白髭問屋諸荷物請立帳」によると、７代藩主相馬尊
たか

胤
たね

および８代

藩主相馬恕
もろ

胤
たね

が参勤交代に使用の記述有り。（ただし、天明元年（1780）以降は相馬藩主の通行は記録さ

れていない。） 

○ 藩士の往来（相馬藩・会津藩・二本松藩）相馬港より海路江戸に上下するため利用  

   特に幕末になると、会津藩・二本松藩・中村藩士の往来が多く記載されている。 

                        ※相馬御家中・中村家中、具足の記載多数  

 ○ 人足・野馬追い見物・蚕種引配人・蚕糸買い商人  

            ※阿武隈川東岸（川俣－針道－三春（シルクロード）、蛹桶の記載有り  

６ 何が運ばれたのか 

 ○ 農産物 

樫板（宝暦十二年）米（安永四年）・菜種（万延元年） 

 ○ 海産物 

（万延元年頃） 

鮭魚・塩ます・まぐろ・かつお・かに・いわし・ほうどし・田作り・うなぎ・秋味・生物・魚樽 

（元治二年頃） 

  にしん・昆布・するめ・塩引・あわび・いか 

  ※相馬近海及び河川で捕れる生魚であり、村上浜（小高）、尾浜（相馬）の産地名が記載  

 ○ 塩 荷  

  塩荷は、「相馬西海道」が開かれる前は、原町・八木沢峠・草野・二枚橋をへて川俣に送られ、川俣で福

島行きと二本松行きに分かれ、飯野から木幡・太田を経る街道は二本松城下へ入る。会津の記載有り 

※相馬港が頻繁に利用され始めた状況が窺われる。相馬港に松前船が入港し、松前の海産物が内陸に運ば

れた事を示している。この内、こんぶ・にしん・塩鮭類は、二本松の問屋から会津に転送されている。 

 ○ その他 

  石灰・焰硝 （戊辰戦争直前） 



 ○ 運搬方法 

  馬（牛）および人足 

馬での運搬 

 １ 本 馬 ；一駄として定められていた積荷量は40貫（約150㎏）または36貫（約135㎏）。 

 ２ 軽 尻 ；人を乗せるのに使われた駄馬。人を乗せる場合は手荷物を5貫目（18.8㎏）まで、人を乗せない合 

は本馬 (ほんま) の半分にあたる20貫目（約75kg）まで荷物を積むことができた。 

 ３ 乗 掛 ；人を乗せるのに使われた駄馬。人を乗せる場合も20貫目（約75kg）まで荷物を積むことができる。 

 ４ 一 足 ；一人5貫目（18.8㎏）までの荷物が決まり。  

 

７ 文献に残る「塩の道」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（『大熊町史』より） 

① 問屋名が記載されている 

② 斎田塩（四国産）の記載 

 

（『大熊町史』より） ①・②「諸荷物請立帳」安政五年 白髭問屋（『東和町史２』資料編） 

 

（『大熊町史』より） 

① ② 

「御巡検様万事御尋の節御答覚」天保九年（1838）（『大熊町史』より） 
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「塩約定書之事（堀切真一郎家429）」福島県歴史資料館収蔵 

「塩仕入帳（中村佐平治家125）」福島県歴史資料館収蔵 
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「覚（塩仕切）（堀切三郎家202）」福島県歴史資料館収蔵 
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８ ふくしまの主要街道と脇街道 
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